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嚶鳴フォーラムinひた
　嚶鳴フォーラムは、ふるさとの先人を通して、まちづくり、人づくり、心そだてに活かそうとする全国各地の自治体が一
堂に会して、先人の知恵や経験から普遍的な人間の英知を再発見し、よりよき地域づくりへの道を学び、実践していくこと
を目的として、平成 19 年から開催しています。第 11 回目となる本年は、咸宜園開塾 200 年を迎えた日田市に、全国 14 自
治体の市町長、教育長、職員・市民を迎えて開催。作家・童門冬二氏と葉室麟氏による公開フォーラムの他、市町長会議、
教育長会議、視察研修会等が 11 月 10 日（金）～ 11日（土）の２日間にわたって開かれます。　

【名称の由来】　「嚶鳴（おうめい）」とは中国最古の詩集『詩経』に出てくる言葉で、鳥が仲間を求めて鳴き交うという意味。
転じて、仲間が集まり切磋琢磨しながらともに学び成長しあう姿を表します。名君・上杉鷹山の師として名高い愛知県東海
市出身の儒学者・細井平洲が江戸に開いた塾を「嚶鳴館」と名づけたことでも有名です。

　嚶鳴協議会は、恵那市、大野町、沖縄市、小田原市、 石市、木曽町、多久市、竹田市、田原市、東海市、長野市、日田
市、養父市、米沢市が加盟（平成 29 年度現在）し、㈱ＰＨＰ研究所が企画運営協力する協議会で、事務局は東海市教育委員
会社会教育課に置かれています。

日 田 市 民 文 化 会 館 　
パ ト リ ア 日 田
〒 877-0016　大分県日田市三本松一丁目 8番 11 号

ＪＲ日田駅南口、日田バスセンターから徒歩７分。
※駐車場に限りがありますので、
できるだけ公共交通機関をご利用下さい

大 分 県

～ふるさとの先人を　まちづくり、人づくり、心そだてに活かす～

講 師 紹 介

嚶 鳴 協 議 会

会 場 ア ク セ ス

作家。1927年（昭和２年）、東京生まれ。敗戦による復員後、
目黒区役所税務課を最初に、東京都広報室長、企画調整
局長、政策室長等要職を歴任した後、1979 年（昭和 54
年）、美濃部亮吉東京都知事の引退とともに都庁を去り、
作家活動に専念。在職中に培った人間管理と組織の実学
を歴史と重ね合わせ、小説、ノンフィクションの世界に
新境地を拓く。『暗い川が手を叩く』で第43回芥川賞候補。
1999 年（平成 11 年）、春の叙勲で勲三等瑞宝章受章。『小
説上杉鷹山』『義塾の研究』『聖水の守護者・井伊直虎』『西
郷隆盛～天が愛した男』など著書は 600 冊以上。

童門冬二氏
どうもん・ふゆじ

日田市出身・水郷ひた観
光親善大使。大学卒業後、
大分放送に入社し、７年
間、朝の生情報番組を担
当。現在は大分大学ＣＯ
Ｃ＋推進機構コーディネ
ーターとして地域で活躍
する人材の育成に携わる。

岡野涼子氏
おかの・りょうこ

作家。1951 年 ( 昭和 26 年 )、北九州市小倉生まれ。西南
学院大学卒業後、地方紙記者などを経て、2005 年、『乾
山晩愁』で歴史文学賞を受賞し、作家デビュー。07 年、『銀
漢の賦』で松本清張賞、12 年、『蜩ノ記』で直木賞、17
年、『鬼神の如く―黒田叛臣伝―』で司馬遼太郎賞を受賞。
『蜩ノ記』は役所広司主演で映画化もされた。地方の視
点から、逆境にあっても志を貫く人々の物語を描き続け
ている。その他、広瀬淡窓・久兵衛兄弟を描いた『霖雨』、
50 冊目の作品となった『墨龍賦』、『秋月記』『橘花抄』『無
双の花』など著書多数。

葉室　麟氏
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